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熱帯土壌概説 (4) 有光一登

フェラルソル (ii)

FAO-Unesco世界土壌図の図示単位として全部で 106の土壌単位が設定されてい

るが，これらの土壌単位は国際的な同意が得られなかったために，分類学的な体系に

は整理されておらず単一レベルの区分になっている。そしてこれら 106の土嬢単位を

論理的に表示するために，一般的に受け入れられている土壌生成の原理にもとづいて，

26のグループにまとめてあるということは既に述べた(第2回)。 フェラノレソノレはオ

ーシックフェラノレソノレ， ザンシックフェラノレソノレ， ローディッタフェラノレソノレ，ヒュ

ーミッグブェラノレソノレ， アクリッタフェラノレソノレ， プリンシックフェラノレソノレの6つ

の土壌単位で構成されるグループの名称で，前回説明したフェラノレソノレの特徴は， こ

の6つの土壊単位に共通するものである。今回はこのフェラルソノレのグノレープに属す

る6つの土壌単位について説明することにする。

まず， FAO/Unesco世界土;駁図の第 1巻「凡例」に記述されているこれら 6つの土

壌単位の定義をみてみよう。土壊の定義はある土壌の特徴を特定するために他の特徴

を否定するという表現になっているので，読みつ守らいところもあるが， 辛抱して斜め

読みでもよいから以下の定義を読んでいただきたい。

(1) オーシックフェラノレソノレ (OrthicFerralsols):赤ないし濁った赤または黄ない

し淡黄色ではないオキシック B層を持ち， アンプリックA層を欠きかっ表層 100cm 

以内のB層の少なくとも一部分が，塩基飽和度(酪酸アンモニウムによる〕が50%，以

下の場合にはB層中の有機物含量は高くなく，表層 125cm以内のオキシック B層全

体の境基交換容量(塩化アンモニウムによる)が粘土100g当り 1.5ミリグラム当量

以上であり，表層 125cm以内にプリンサイトを欠く 。

(2) ザンシックフェラノレソノレ (XanthicFerralsols) 黄ないし淡黄色のオキシック

B層を持つフェラノレソノレで，アンプリックA層を欠きかっ表層 100Cm以内のB層の

少なくとも一部が，塩基飽和度(酪駿アンモユウムによる)が50%，以下の場合にはB

層中の有機物含量は高くなく，表層 125cm 以内のオキシック B層全体の塩基交換容

量(塩化アンモニウムによる)が粘土100g当り 1.5ミリグラム当量以上であり，表

層125cm以内にプリンサイトを欠く。

(3) ローディッタフ Z ラノレソノレ (RhodicFerralsols):赤ないし濁った赤色のオキ

シッ;7B層をもっフェラノレソノレで，アンプリックA}習を欠きかっ表層 100cm以内のB

層の少なくとも一部が，塩基飽和度(酪酸アンモニウムによる〕が50%，以下の場合に
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はB層中の有機物含量は高くなく，表層 125cm以内のオキシック B層全体の塩基交

換容量(塩化アンモニウムによる〕が粘土 100g当り 1.5ミリグラム当量以上であり，

表層 125cm以内にプリンサイトを欠く。

(4) ヒューミッタフェラノレソル (HumicFerralsols):表層 100cm以内のB層の少

なくとも一部が，塩基飽和度(酪酸アンモニウムによる〉が50%以下であるフェラル

ソノレで，アンブリッグA層があるかまたはB層中の有機物含量が高いか，あるいはそ

の両方の性質をもち，表層 125cm以内にプリンサイトを欠く。

(5) アクリッタフェラノレソノレ (AcricFerralsols):表層 125cm以内のB層の少なく

ともある部分で復基交換容量(塩化アンモニウムによる〉が粘土100g当り1.5ミリ

グラム当量以下であるフェラノレソノレで， アンプリックA層を欠きかっ表層 100cm以

内のB層の少なくとも一部が，塩基飽和度(酪酸アンモニウムによる〉が50%以下の

場合にはB層中の有機物含量は高くなく，表層 125cm以内にプリンサイトを欠く 。

(6) プリンシックフェラノレソノレ (PlinthicFerralsols): 表層 125cm以内にプリン

サイトがあるブェラノレソノレ。

以上フェラルソルのグループに属する 6つの土壌単位の定義を列記したが，¥アンプ

リッグA層を欠きかっ表層 100cm 以内の少なくとも一部が・・ .Jといった全く同じ

記述がくりかえし出て来て，それぞれの土壌単位の特徴がかえってはっきりしない感

じがするが，厳密に定義するとなるとこのような表現になるのである。

それぞれの土壌単位の特徴を端的に表現するとすれば， (1)ザンシックフ ェラノレソ

ノレは黄色味の強L、フェラノレソノレ， (2)ローディッタフェラノレソノレは赤色味の強いフェ

ラノレソノレ， (3)ヒュ ーミックフェラノレソノレは有機物含量の多い暗色の表層をもっフェ

ラノレソノレ，(4)アクリッタフェラノレソノレは塩基交換容量が特別に少ないフェラノレソノレ，

(5)プリンシックフェラノレソノレはプリンサイトをもっフェラノレソノレ， (6)オーシック

フェラノレソノレは(1)~(5) 以外のフェラノレソノレということになる。

フェラノレソノレグループの6つの土壌単位の中，ザンシックフェラノレソルとローディ

ッタフェラノレソノレは土色で判定できそうだし ヒューミッタフェラノレソノレもアンプリ

ックA層をもつものであれば，土色である程度判定できそうである。このように土色

が類別の基準に使われている土壌単位は野外調査の段階でもかなり正確に識別ができ

るだろう。またプリンシックフ=ラノレソノレもプリンサイトがあるかないかの判断は野

外の土壌断面調査でできるので識別は野外でできる。フェラノレソノレで‘あるかどうかの

識別，いいかえればオキシッグ B層を持っているかどうかの識別自体が，前回述べた

ように野外の土壌断面観察だけではなかなか容易ではないが， フェラノレソノレだとの判

断ができたとして，その 6つの土壌単位の中の4つまでは野外調査で比較的容易に識

別できそ うにみえる。 しかし アクリッタフェラノレソノレが塩基交換容量 1.5ミリグラ

ム当量以下であるとL、う定義になっていて，これは試料を実験室に持ち帰って分析デ

ータを出すまでは判別できないので，先に述べた 6つの土壊単位の定義の内容からい
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えば，ザンシック， ローディック，アクリック，そしてオーシックの区別は塩基交換

容量のデータを出すまではおあずけということになる。結局野外調査でなんとか識別

できるフェラノレソノレの土壌単位はプリンシックとヒューミックのこつということにな

る。

植物の種名を判定するときのように，検索の手順をふむとすれば，まずプリンサイ

トの有無でプリンシックか否かを判定し，プリンシックでないものはアンプリックA

層の有無その他でヒューミックか否かを判定する。次に，プリンシックでもヒューミ

ックでもなければ，上述の塩基交換容量1.5ミリグラム当量の基準によって，基準値

以下ならアクリックと判定され，以上ならば土色によってローディックか，ザンシッ

クかそのいずれでもないかが判断される。そしてこの検索の手順のいずれの網にもか

からなかったものがオーシックと判定される。

ここで，野外調査で判断可能なプリンシックフェラノレソノレのプリンサイト， ヒュ ー

ミッタフェラノレソノレのアンブリッグA層， ザンシックフェラノレソノレの黄色，ローディ

ッタフェラノレソノレの赤色の判定基準についてのべておきたい。

プリンサイトは鉄に富み腐植の乏しい粘土と石英その他の稀薄剤との混合物で，通

常赤い斑紋として存在して常に板状，多角形，網状などの模様を示し，乾湿のくりか

えしにさらされると不可逆的に鉄石の硬盤や不規則な凝集体に変化する。湿った土壌

の中では，プリンサイトはし、つも硬いが鍬やスコップで切ることができる。不可逆的

に硬化したものはもはやプリンサイトとは見倣されず鉄石(ironstone)と呼ばれる。

プリンサイトは熱帯や亜熱帯の丘陵性の安定した地形面上で，深層まで風化，粘土

化の進んだ土壌断面の下層にみられることが多い。道路のそばの切取り法面などで下

層が露出しているようなところで，赤い斑紋が灰白色の部分と混在して霜降り状の模

様を示しているプリンサイトをみかけることができる。

ヒューミッタフェラノレソノレの識別の手がかりであるアンプリック A層は，土塊を手

で破砕した状態の時の土色が湿った状態で彩度が3.5より低く，明度は湿った状態で

3.5より， また乾いた状態では5.5よりも暗い。また乾いた状態で、も湿った状態で、も

明度はC層よりも少なくとも 1単位は暗L、。この土色の判定はマンセノレの表色法に準

じて行われ，赤・青・糞などの色みを表わす色相 (Hue)，色の明暗を示す明度 (Va-

lue)， 色みの強さあざやかさを示す彩度 (Chroma) の3属性で表示され， 色相・明

度/彩度，たとえば 10YR 3/4のように記述される。とくに明度は土壌の水湿状態に

よって変化するので，乾いた土の土色をしらべるときは乾土と湿土の両方の土色をし

らべる必要がある。土色をしらべるときは，土色恨の各色相ごとに垂直方向に明度，

水平方向に彩度の各単位に配列してある各色片にサンフ。ノレを照合して土色名を決める

のである。

アンプリック A層の要件は土色だけではなく， 有機物含量が最低 1% (炭素で

0.58%)とL、う基準や構造，厚さなどの規定もあるが詳細は省略する。
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ザンシックフェラノレソノレは黄色ないし淡黄色のオキシック B層をもつものである

が，具体的には指でこすった時の土色が色相は7.5YRあるいはそれよりも黄色で湿

土の明度が4以上，彩度が5以上つまり 7.5YR 4/5より黄色いオキシック B層をも

つものである。

一方，ローディッタフェラノレソノレは指て、こすった時の土色が色相は5YRより赤く，

湿土の明度が4未満で，乾土の明度が湿土の明度より 1単位以上高くない赤色のオキ

シック B層をもつものである。このように色の表現は言葉では漠然としているが，色

相 ・明度 ・彩度の 3属性で正確に表現することができるのである。

先述の土壌単位の定義の中に出てきたB層中の有機物含量が高い，あるいは高くな

い，とし、う規定についても説明しておく必要がある。 FAO-Unesco世界土嬢図の「凡

例」では iB層中の有機物含量が高い」というのはフェラノレソノレとニトソルの場合は
100 cmの深さまで(もしO層があればこれを除いて)の有機物含量が1.35% (炭素

O. 78%)以上〔細土の荷重平均〕であることを意味する。アンプリックA層の有機物

含量最低1%というのもそうだが，わが国の森林土壌の有機物含量からみれば，これ

らの基準値はかなり低い値である。

フェラノレソノレを上述の 6つの土壌単位にわけることの実用的な意義について若干ふ

れておきたい。フェラノレソノレに属する土援は，いずれも塩基交換容量が小さく，有機

物の含量も少なく，肥沃度は非常に低い土壌であるが，農林業の立場で合理的な土地

利用を考える場合，その理化学性のちがし、によっていくつかの土嬢単位に細分してお

くことが望ましいのはいうまでもないことである。プリンシックなものを区別するの

は，比較的排水条件は良いとみられるフェラノレソノレの中で， プリンサイトやそれが不

可逆的に変った鉄石の存在が物理性の函で問題になるからだし， ヒューミックなもの

は，有機物の乏しいフェラノレソノレの中でも多少とも有機物の多いものを，またアクリ

ックなものは塩基交換容量が極端に低いものを区別するわけで，土境管理上大きな意

味をもっ区分である。ザンシックとローティックは単なる色調による区分だとみれば，

土地利用上あまり重要な区分ではないように思われるが，ブラジルの黄色ラトソル，

暗赤色ラトソノレなどの例でみると，母材のちがし、を反映して鉄や塩基の含有量にかな

りの差があることが知られており，むしろそうした化学性の違いを反映した区分と考

えた方がよいであろう。

前回の冒頭で、述べたように， フェラノレソノレは主として南米とアフリカの湿潤熱帯に

分布していて，東南アジアの湿潤熱帯ではむしろアタリソノレやニトソノレの分布の方が

広いとみられる。次回はアタリソノレについて説明する。

cn正〕
前号66頁2行自:粘土は径0.02ミリメートノレ以下とあるのは0.002ミリメートル

以下に訂正。
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